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抄録 : 群馬県内にキャンパスを持つ私立のＡ大学・短期大学部に2014年、2015年、2016年の4月に入学した、自宅通学かつ
アルバイトをしていない学生（男子17人、女子22人）について、入学から6ヶ月後に実施した質問紙「健康チェック票THI」
による健康度評価の結果を、身体面、メンタル面、生活面の16項目で、通学時間に基づいて分析した。平均通学時間は、片道
で約1時間（最短25分、最長160分）であった。通学時間と症状尺度得点との相関性を分析したところ、男子学生では「生活
不規則」、「心身症」、「神経症」において逆相関性が、女子学生では「目や皮膚」において正相関性が、「直情径行」、「心身症」にお
いて逆相関性が認められた。これらの結果は、本研究の対象とした地方都市の大学に通学している学生にとっては、通学時
間は必ずしも心身に対してマイナス要因にはならず、かえってメンタル面ではプラス要因になりうることを示唆している。
（別刷請求先 : 栗原　久）
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緒言
2015年における日本の大学数は国立86校、公立89校、
私立604校で約256万人が、さらに短期大学数は公立18校、
私立330校で約13万人が学んでいる（文部科学省 , 2016）。
これらの高等教育機関で学ぶにあたって、睡眠や食事以外
で最低限必要な時間は、修学時間と通学時間である。
一般的に下宿（アパートや寮）からの通学は大学近隣で
あることが多く比較的短時間であるが、自宅からの片道通
学は平均すると1時間に及ぶことが報告されている（日本
学生支援機構 , 2016）。すなわち、自宅通学者と下宿通学者
で比較すると、毎日往復で1時間半強の差が生じることに
なる。通学中に勉強や友人との会話、あるいはスマホ操作
などによって時間つぶしが可能ではあるが、行動が制限さ
れることに違いはない。
大学生では授業における「課題」の多さや通学時間の
長さ、アルバイト時間、人間関係にかかわるストレスが、
心身の疲労を引き起こしていることが推察されている
（近藤ら , 1992； 十文字学園女子大学； 2003； 原田・井手 , 
2007； 武田 , 2015）。睡眠に及ぼす通学時間の影響につい
ては、長時間通学が平日では短縮、休日では延長をもたら
すことが報告されている（冨田 , 1985）。しかし、これらの
報告では、指標とした健康項目が少なく、母集団における
アルバイトなどの各種生活環境を考慮した分析がなされた
とはいえなかった。
本研究は、対象者を自宅通学でかつアルバイトをしてい
ない大学生および短期大学生のみに限定し、自記式質問紙
「健康チェック票THI」（鈴木ら , 2005）を用いて健康状態を
総合的に評価し、通学時間との相関性を検討した。
研究対象者および方法
対象者
調査対象者は、北関東の群馬県内にキャンパスを持つ私
立A大学およびに短期大学部に2014年、2015年または2016
年の4月に入学した学生（男子91人、女子188人）であった。
対象学生の大部分は現役入学であり、調査実施時の年齢は
18または19歳であった。
質問紙「健康チェック票THI」
健康状態は、自記式「健康チェック票THI」（鈴木ら , 2005）
における130問の質問項目に対する回答から評価した。
THIでは、自覚症状、訴え、好み、生活習慣、行動特性な
どに関する130問の質問で構成されており、本人の「はい」、
「どちらでもない」、「いいえ」の3択の回答に対して、それ
ぞれ3, 2, 1点を与え、身体面およびメンタル面、生活面に
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分類して尺度得点を集計する。これにより、身体面の症状
尺度として①呼吸器（咳・痰・鼻水・喉の痛みなど）、②目
や皮膚（皮膚が弱い・目が充血するなど）、③口腔・肛門（舌
が荒れる・歯茎から出血する・排便時に出血するなど）、
④消化器（胃が痛む・もたれるなど）、⑤多愁訴（だるい・
頭重・肩こりなど）、生活面では⑥生活不規則（宵っ張りの
朝寝坊・朝食抜きなど）、メンタル面では⑦直情径行（イラ
イラする・短気・カッとなるなど）、⑧情緒不安定（物事を気
にする・対人過敏など）、⑨攻撃（積極性；反対は消極的）、
⑩神経質（心配性・苦労性など）、⑪抑うつ（悲哀・孤独・
憂うつなど）、⑫心身症傾向（心身に対するストレスなど）、
⑬神経症傾向（心の悩み・心的不安定など）、⑭虚構（欺瞞
性・他人を羨む・虚栄心など）、⑮統合失調症傾向（思考・
言動の不一致など）、および⑯総合指数（心身両面の全般的
不調感）の評価が可能である（鈴木ら , 2005）。
本研究では、得られた尺度得点をもとに、すでに評価が
行われた成人男女のそれぞれ約6千人の基準集団の結果
（鈴木ら , 2005）をもとに作成された尺度得点分布に対する
パーセンタイルから健康度を評価した。50パーセンタイル
が中間順位であり、それより低い値は症状レベルが平均よ
り低い・軽い、大きい値は症状レベルが高い・重いことにな
る。尺度得点は、攻撃、虚構および統合失調の3項目では中
程度が好ましく、それ以外の13項目は低い方が好ましい。
健康調査の実施
THIによる健康度調査は、大学生活に慣れ、行動がほぼ
定常的になってきたと思われる、入学後6ヵ月の時点で実
施した。本調査の主目的は、著者の1人（HK）が担当する
医学概論、健康科学の授業で使用する資料の作成のためで
あった。
調査に先立ち対象者全員に対して、本調査の趣旨、THI
による評価結果を個々人に提供すること、データをまとめ
て論文として発表するが個人の特定はできないようにする
こと、健康チェック票THIの回答用紙の提出をもって本調
査に同意したこと、回答しなくても何ら不利益になること
はないこと、データは論文発表から5年間保存した後に廃
棄すること、といった内容が書かれた書面を健康チェック
票とともに手渡し、さらに口頭による補足説明を行い、
調査協力を依頼した。
本論文の作成に当たり、関係者以外には個人の特定がで
きないよう配慮した。
統計処理
THIで評価された16項目の健康尺度について平均パー
センタイルを求め、男子と女子間の比較は t-検定によって
行った。さらに、16の評価項目において、アルバイト時間
と尺度得点との相関性を検討した。
これらの統計処理は、エクセル統計2012（社会情報サー
ビス）にて行った。
結果
回答数と分析対象者の選抜
調査対象とした学生は男子91人および女子188人であ
り、全員が回答してくれた。しかし、調査用紙に記載が
不十分であるもの（居住形態、通学時間、アルバイト時間の
無記載）を除外したため、有効回答数は男子75人（有効率
82.4%）、女子163人（有効率86.7%）であった。
回答者の中から自宅通学で、かつアルバイトを行ってい
ない学生（男子14人：有効回答数に対する割合18.7%、
女子22人：有効回答数に対する割合13.5%）を抜き出し、
分析の対象者とした（表1）。
通学時間
表1には、分析対象者（自宅通学・アルバイトなしの者）
の平均通学時間についても示してある。
分析対象者の平均通学時間は、男子学生64.4±42.5分
（最短約25分、最長160分）、女子学生67.5±31.7分（最短
30分、最長160分）で、男女間で差がなかった。これらの
学生のうち自宅が比較的大学に近い3名は自転車によって
通学していた。28人は JR・私鉄を利用し、駅からは路線
バスにて大学に通っていた。なお、路線バスは大学発行の
通学証明書があれば無料で乗降できた。5名は自家用車に
て通学していた。
表1．学生内訳と平均通学時間
調査対象者 有効回答者数
通学かつアルバイトなしの学生数
（有効回答者数に対する割合）
分析対象者の
通学時間±標準偏差（分）
男子学生　N＝ 91 75 14
（15.8%） 64.4±42.5
女子学生　N＝188 163 22
（13.5%） 67.5±31.7
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全般的健康度と通学時間との相関性
図1は男子および女子の健康状態をTHIで評価した結果
を示したもので、表2は通学時間と尺度得点との相関係数
（r）を示したものである。
男子学生の場合、70パーセンタイル以上だった項目は
「目や皮膚」、「口腔・肛門」、「多愁訴」、「生活不規則」、「情緒
不安定」、「抑うつ」、「総合指数T1」の7項目であった。一方、
「虚構」の尺度得点は 30パーセンタイル未満であった。
「生活不規則」（r＝-0.438）、心身症（r＝-0.362）、神経症
（r＝-0.489）の3項目について中程度の逆相関性がみられた。
「呼吸器」（r＝0.220）、「口腔・肛門」（r＝0.262）では弱い正相
関性が、「直情径行」（r＝-0.228）は弱い逆相関性がみられた。
女子学生の場合、尺度得点が70パーセンタイル以上の
項目は、「消化器」、「生活不規則」、「情緒不安定」、「抑うつ」
の4項目で、「虚構」の尺度得点は30パーセンタイル未満
であった。「目や皮膚」（r＝0.313）、「統合失調」（r＝0.292）
は弱い正相関性、「直情径行」（r＝-0.443）と「心身症」
（r＝-0.400）は中程度の逆相関性がみられた。
男女間について、THIの下位尺度の性差を明らかにする
ために t-検定を行った結果、「口腔・肛門」、「消化器」、
「生活不規則」、「神経質」の尺度得点は、男子学生の方が
女子学生より有意に高かった。また、有意ではなかったが、
男子学生は女子学生より、「目や皮膚」、「多愁訴」、「総合指
数T1」は10ポイント以上高く、「攻撃」は10ポイント以上
低かった。
考察
通学時間とストレスとの関連については、都会の学生を
対象にした調査結果が数多く報告されており、いずれも
通学時間が長いほどストレスが強いとしている（近藤ら , 
1992； 十文字学園女子大学； 2003； 本田ら , 2006； 原田・
井手 , 2007； 武田 , 2015）。これらの調査対象者の大部分は
公共交通機関を利用して、朝の混雑の中で通学しており、
身体的および心理的ストレスとなりうることは容易に想定
できる。
図1． 1年男子および女子学生における症状の平均尺度得点　　　　　　*, **：男女間で有意差（p<0.05, 0.01, t-検定）
表2．1年男子および女子学生の症状尺度得点と通学時間との相関係数
呼吸器 目や皮膚
口腔・ 
肛門
消化器 多愁訴
生活 
不規則
直情径行
情緒 
不安定
抑うつ 攻撃 神経質 心身症 神経症 虚構
統合 
失調症
総合指数 
T1
????
0.230 -0.071 0.262 0.089 -0.198 -0.438 -0.228 -0.066 -0.030 -0.173 0.120 -0.362 -0.489 -0.131 -0.027 0.028
????
0.041 0.313 0.068 -0.168 0.063 0.176 -0.443 -0.168 0.125 0.180 -0.157 -0.400 -0.136 0.070 0.292 -0.068
太字は相関係数が0.2以上または -0.2以下を示している。
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本研究における分析対象者は自宅通学で、かつアルバイ
トを行っていない学生に限定した。その理由は、修学時間
の減少に直接繋がる要因は通学時間とアルバイト時間であ
り、心身の健康状態に及ぼす通学時間の影響を検討する際
は、アルバイト時間は個々人で異なるため、正確な分析が
不可能であると考えたためである。すでに、アルバイト時
間と心身の健康状態の低下とが相関していること（栗原 , 
2017）、また、居住形態については、アパート住まいの学生
は自宅通学の学生より健康状態が劣ること（栗原ら , 2016）
を報告している。
本研究の対象学生の平均通学時間は片道で最短が25分、
最長が160分で、平均すると約60分であった。この長さは、
既に報告された自宅通学者の通学時間（日本学生支援機構 , 
2016； ガベージニュース , 2016）とほぼ一致していた。
通学時間とそれぞれの尺度得点の相関性を検討した
結果、男子学生では「生活不規則」（r＝-0.438）、心身症
（r＝-0.362）、神経症（r＝-0.489）の3項目において逆相関
性が、女子学生では「直情径行」（r＝0.443）と「心身症」
（r＝0.400）の2項目で逆相関性がみられた。さらに、女子
学生で「統合失調」（r＝0.292）も正相関傾向がみられた。
これらの結果は、通学時間が心身の健康状態に及ぼす影響
を考えるうえで興味深いといえる。すなわち、通学時間が
長いほど、直情径行（イライラ・短気）、心身症（心因性身
体症状）、神経症（心の悩み・心的不安定など）尺度得点が
低く、統合失調（思考の多様性）の尺度得点が高く、通学が
メンタル面に対してポジティブな影響を及ぼしている
ことが示唆されたのである。男子学生で「生活不規則」の
尺度得点が逆相関を示したのは、通学のために早起きを
していることが、生活全般の改善に繋がっている可能性が
ある。
さらに、本研究の調査対象学生の通学手段は自家用車や
自転車が多く、都会の学生のほとんどが公共交通機関を使
用していることと大きく異なっていた。また、道路交通の
状況は、朝晩はやや混雑するものの、都会に比べるとはる
かにスムーズであり、公共交通機関についても、車両の混
雑度は深刻とはいえない。これらの通学環境から、通学中
における身体的および心理的負担は軽いと思われる。さら
に、地方都市では周囲の景観から季節の変化を感じとるこ
とができる。そのため、通学は苦痛であるというよりは、
楽しみの一つになり得る可能性がある。この点について
は、調査対象者数を増やして、より詳しい分析が必要であ
る。ただし、男子学生において、呼吸器（r＝0.220）、口腔・
肛門（r＝0.292）の尺度得点は通学時間と正相関があるの
で、長い通学時間は身体面についてはマイナスの影響を及
ぼしていることも否定できない。
本研究の対象者は、男子14人、女子22人と決して十分
な数ではなく、かつ地方都市の大学・短期大学に自宅から
通学している、非アルバイトの1年生に限定されていた。
アルバイトをしていない理由として、家庭に経済的余裕が
あってアルバイトの必要性がない、あるいは個人の都合で
アルバイトができない状況にあるなど、様々な事情が関連
しているかもしれない。また、本研究対象の学生の健康状
態を基準集団（鈴木ら , 2005）と比較すると、全般的に好ま
しい状態ではなかった。すなわち、攻撃や虚構の尺度得点
は好ましい値である50パーセンタイルより低く、より低
い方が好ましい「呼吸器」、「目や皮膚」、「消化器」、「生活不
規則」、「情緒不安定」、「抑うつ」、「神経症」、「総合指数T1」
といった身体面やメンタル面の尺度得点は高かった。
これらの結果は、対象学生は積極性と自己アピール性が
低く、心身の健康状態がやや低い状況にあることを示して
いる。
今後は、調査対象学生数を増やし、対象学生の学年を
広げて、様々な生活状況を加味して、通学時間と包括的健
康度との関連を検討していきたい。
結論
自記式「健康チェック票THI」の 130項目の質問から
得られた16項目の症状尺度得点と通学時間との相関性に
つき、自宅通学でかつアルバイトをしていない大学と短期
大学の1年生（男子17人、女子22人）を対象に評価した。
片道通学時間の平均時間は約60分（最短25分、最長160分）
で、男女間で差がなかった。通学時間と症状尺度得点の間
には、メンタル面では逆相関を示す項目がみられた。
これらの結果は、本研究の対象とした地方都市の学生
は、これまで報告されていた都会の大学に通学している学
生を対象にした結果と異なり、長時間通学は心身に対して
マイナス要因とはならず、かえってプラス要因となり得る
ことを示している。その背景として、通学手段の差、すな
わち都会では混雑した公共交通機関の利用、地方都市では
自転車、自家用車および混雑のない公共交通機関の利用が
関係していると思われる。
文献
原田純子・井手真理（2007）： 本学学生の健康および生活に
関する質問紙調査 . 大阪女学院大学紀要 4, 41-53.
本田テル子・坂元明子・原 絵美（2006）： 女子大学生の生活
行動の実態： 生活活動強度区分別による検討 . 福岡女
学院大学紀要（人間関係学部編） 7, 15-21.
154 155
大学生の通学時間と全般健康度との関連
十文字学園女子大学（2003）： 大学生の生活に関する調査 . 
www.jumonji-u.ac.jp/sscs/hoshinoa/2003/seikatu.pdf 
（2017.7.3検索）
近藤洋子・高田谷久美子・日暮 眞（1992）： 通学時間・手
段が子どもの健康に及ぼす影響について . In： 平成4
年度 厚生省心身障害研究「生活環境が子供の健康にお
よぼす影響に関する研究」報告書 , 厚生省 , 東京 , pp19-
26.
栗原 久・Lopez, M.L.・柴田隆史（2016）： 居住形態に基づ
く大学1年生の健康状態の比較 . 東京福祉大学・大学
院紀要 7, 19-27.
栗原 久（2017）： 大学および短期大学の女子学生における
アルバイト時間と心身の健康度との関連 . 東京福祉大
学・大学院紀要 7, 101-106.
文部科学省（2016）： 文部科学統計要覧（平成28年度版）. 
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/002/002b/ 
1368900.htm （2016.12.11検索）．
日本学生支援機構（2016）： 「平成28年度学生生活調査」
調査の概要 . http://www.jasso.go.jp/about/statistics/
gakusei_chosa/2016.html （2017.8.10検索）．
鈴木庄亮・浅野弘明・青木繁伸ら編著（2005）：健康チェッ
ク票THIプラス －利用・評価・基礎資料集．武田書店，
藤沢．
武田 超（2015）： 鉄道通勤ストレスの定量的計測に関する
研究 －心拍変動解析の手法を応用したアプローチ－ . 
中央大学博士論文 .
冨田絹子（1985）： 学生の生活時間に及ぼす通学時間の影
響 . 生活衛生 29, 157-162.
156
土屋・栗原
Association between the Total Health Conditions and Commute Time  
in University and Junior College Students
Mio TSUCHIYA*1 and Hisashi KURIBARA*2
*1 School of Psychology, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus),  
*2 School of Education, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus), 
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : The health conditions of new comer students of university and junior college (17males and 22 females) were 
assessed by the total health index (THI) at 6 months after the entrance.  These subject students commuted from their own 
home without doing part-time job.  The data were analyzed based on the commute time between their own homes and 
university.  The average one-way commute time was approximately one hour; the shortest and the longest being 25 min and 
160 min, respectively.  The scales of irregularity of life, psychosomatics and neurotics were negatively correlated with the 
commute time in male students.  In female students, the scale of eye and skin was positively, and those of impulsiveness 
and psychosomatics were negatively correlated with the commute time.  The present results suggest that, in the subject 
students of this research living in rural region, long time commute is not a negative factor in health conditions, but rather 
associated with good mental conditions.
（Reprint request should be sent to Hisashi Kuribara）
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